The influence of pre-sleep selective attention on sleep onset insomnia - a study of attention control by the breath counting exercise- by 山本 隆一郎
人間科学研究　Vol．20，Supplement（2007）
入眠時選択的注意が入眠困難に及ぼす影響
一致息観による注意の統制を用いた検討－
Theinnuenceofpre－Sleepselectiveattentiononsleeponsetinsomnia
・aStudyofattentioncontrolbythebreathcountingexercise一
山本　隆一郎（RyuichiroYamamoto）　指導：野村　忍
修士論文要旨
問題と目的
近年海外では，原因不明の入眠困難に対する非薬物療法
としてBehavioralSleepMedicine（BSM）が提唱されている。
BSMでは，入眠困難の原因を認知的覚醒（就寝後の心配・
反袈）であると捉え，それを導く認知行動的要因を背景と
するモデルが開発さている。本研究では，それらの要因の
中で“入眠時選択的注意”に着目し，測定尺度の開発（研究
1），入眠時選択的注意を統制した際の入眠困難と関連する変
数に及ぼす影響を検討すること（研究2）を目的とする。
研究1：大阪時選択的注意尺度（PSAS）の開発
調査1：入眠時選択的注意の抽出
方法　教場で入眠困難時の注意対象を尋ねる多肢選択
式・自由記述式項目群から構成される質問紙を配布した。
有効回答は240名であった。
結果　入眠困難経験者は全体の75．42％であった。入眠困難
経験者の回答をKJ法により，分類・整理したところ15の
注意対象が得られた。
調査2：項目選定・信頼性・安当性の検討
方法　教場でピッツバーグ睦眠質問票（PS（〕I），睡眠に関
する信念尺度（BASS），入眠時認知活動尺度（PCAS），身
体感覚増幅尺度（SASS），調査1により得られた注意対象
より作成したPSASから構成される質問紙を配布した。有
効回答は227名であった。
結果　PSASの全15項目に対し主因子法による因子分析を
行った結果，1因子が抽出され，全項目において因子負荷
量が．40以上であった。PSASの尺度全体のα係数は．88で
あり，各項目を除外した際の〝係数は全体の〝係数よりも
低い値であった（α＝．865－．873）。PSASの信頼性を検討す
るためトT相関分析を行ったところ，各項目得点と全体得
点の間に有意な中程度の相関が確認され（r＝．503－．672），
G－P分析では，全体得点の上位・下位25パーセンタイルに
おいて各項目得点一に有意な差－（ク＜．01）が確認された。妥当
性検討のためPSASとSSASとの相関を確認したところ，
有意な中程度の相関が確認された（r＝．411，ク＜．01）。入眠困
難傾向者（全体の33．48％）とそうでない者においてPSAS
得点において有意な差が確認された（J（225）＝．4．635，ク＜．01）。
パス解析により認知モデルを検証したところ，入眠時選択
的注意が入眠時認知活動を媒介に入眠潜時の延長に影響を
与える可能性が示唆された（Fig．1）。
研究2：入眠時選択的注意が入眠困難に及ぼす影響
方法　20名の入眠困難傾向者（分析対象13名，統制群7
名，実験群6名）に対し実験を行った。実験は，1回冒来
室→1週間の睡眠日誌（前半1週間）－→2回目来室→1週
間の陸眠日誌（後半1週間）→3回目来室の計2週間の構
成であった。仝実験参加者は，各来室時に，身体反応チェ
ックリスト，PSQl，PSAS，PCAS，BASS，新版状態一特
性不安尺度（STAI）より特性不安尺度，日本語版自己評価
式抑うつ性尺度，エツプワース眠気尺度に回答した。実験
期間中は，就寝時に，その日の出来事チェックリスト，寝
つきに関するエフイカシー・眠気を測定するVAS，気分調
査票，STAIより状態不安尺度，起床時にOSA睡眠感調査
票MA版，入眠潜時を尋ねる項目，前日の寝つきに関する
VASから構成される日誌に回答した。なお実験群のみ2回
目来室時に数息観（不随意的な呼吸を数える禅瞑想課題）
を練習し，後半1週間は就寝後に数息観による注意統制を
行った。
結果　PSAS尺度得点に関して，群（実験群・統制群）と
時期（2回日・3回巨）を要因とする分散分析を行った結
果，有意な交互作用（彗1，11）＝6．24，ク＝．030）が示唆された。
PCAS尺度得点に関して，同様の分散分析を行った結果，
第2因子“不眠への捉われ”の得点に関してのみ交互作用
の有意傾向（彗1，11）＝3．78，ク＝．078）が示唆された。前後1
週間ずつの平均入眠潜時に関して，群（実験群・統制群）
と時期（前1週間・後1週間）の分散分析を行った結果，
交互作用の有意傾向が示唆された（巧1．11）＝3．35，ク＝．095，
Fig．5）。
総合考察
研究1より，入眠時選択的注意の程度を評価する尺度が
開発された。また，本尺度は高い信頼性・妥当性を有し，
本尺度の構成概念である人眠時選択的注意はこれまでの認
知モデルにおいて機能する変数であることが確認された。
研究2では，数息観による入眠時選択的注意の統制が，
認知的覚醒の低減，入眠潜時の短縮をもたらす可能性が示
唆された。これにより入眠時選択的注意が入眠困難に影響
を及ぼす可能性が推察された。また，入眠困難に対する入
眠時選択的注意への介入（例えば，マインドフルネスや受
動的注意集中に重点を置いた自律訓練法）の可能性が示唆
された。しかしながら本研究はサンプルが少なく，学生の
傾向者を対象としているため，今後はサンプルを増やした
検討や臨床群における検討が望まれる。
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